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１．目的  

 微細藻類は生産できる製品が健康食品や飼料，化学品，燃料など多岐にわたっているため，有用物質の生産など

で注目されている．これら微細藻類の工業化には，有用な藻類の選択や培養条件の決定など多くの検討が必要であ

る．特に大量培養技術の検討は，生産する藻類に合う最適な培養法を選定することで，コストの削減に繋がること

から重要である．そこで，我々は日本であまり例がない，粗放的な培養法でかつ，効率よく光を利用することがで

きる薄層の液体培養法について検討したので報告する． 

２．薄層液体培養法による性能評価 

薄層の液体培養法は主にチェコで検討され，より高い収量と体積生産性の向上を目指した培養法である．チェコ

では，斜面材質にガラスを用いた装置で良好に培養できることが報告されているが 1)2)，我々はコストの削減と扱い

やすさを考慮し，斜面材質にステンレスを採用した． 

製作した薄層液体培養槽を写真 1 に示す．雨避けるため，培養槽には開け閉めができる蓋を設置した．培養液は

斜面上部から均等に流れるように設計し，流れた水を下方タンクに集め，再びポンプで上部に供給して循環させる

方式とした． 

試験は 5～7 月にかけて当社研究所内の屋外で実施した．その

結果を試験 1～試験 3に示す． 

試験 1：試験方法と結果  上記の薄層培養槽を用いて緑藻の

Parachlorella kessleri (NITE 2152)（以下，P.kessleri ）を

培養した．藻体増加量の日常観察は，図 2に示す吸光度(Abs.680)

の経時変化で行った．藻体濃度の経時変化を図 3 に示す．また，

図 4，図 5に培養液中の DTN 及び PO4-Pの経時変化を示す． 

図 3 より，初期藻体濃度 0.08 g-dry/L が培養 16 日目に 1.9 

g-dry/L となり，その後減少した．この減少理由として，図 4

の DTN 及び，図 5 の PO4-P の濃度変化より，15 日目以降の溶液

中の窒素，リンが殆ど検出されていないことから，栄養塩の枯

渇が原因と予想した．そこで，培養 20 日目に試験開始時の 1/2

量の栄養塩を追添加して状況を確認した． 

図 4，図 5より，追添加後の DTN及び PO4-Pの濃度変化はとも

に僅かであったが，図 2，図 3より栄養塩添加直後に藻体濃度が

急激に増加しており，栄養塩は直ちに使われたと予想される．

栄養塩添加 3 日後の培養 23 日目にピークを迎え,2.9 g-dry/L

まで増加した． 

試験 2：試験方法と結果  次に，写真 1の薄層液体培養槽と

写真 2 の一般的な培養タンクで比較試験を行った．その結果を

図 6 に示す．なお，図 7 は図 6 の培養タンク結果の縦軸スケー

ルを拡大した図である．培養液中の DTN及び PO4-Pの濃度変化を 
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図 2 吸光度の経時変化 
(試験 1) 

図 3 藻体濃度の経時変化 
(試験 1) 

栄養塩添加 

写真 1 薄層液体培養槽 写真 2 培養タンク 

図 5 培養液中 PO4-P 
の経時変化 (試験 1) 

図 4 培養液中 DTN 
の経時変化 (試験 1) 

栄養塩添加 
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図 8に示す．図 6と図 8より，薄層液体培養槽は藻体の増加とともに DTN及び PO4-P 濃度が減少し，培養 16日目に

栄養塩が枯渇したため，試験開始時の 1/2 量の栄養塩を追添加した． 

その結果，藻体濃度が急激に増加し，培養 21 日目にビークを迎えた．この時の藻体濃度は 3.9 g-dry/Lであった．

これに対し，写真 2 の一般的な培養タンクでは，図 8 の白抜き点線で示すように，DTN 及び PO4-P が溶液中に存在

しているにもかかわらず，図 7を見ると，10日程度で生育が止まっており，最大濃度は 0.6 g-dry/Lであった． 

以上，試験 1及び試験 2より，P.kessleri を一般的な培養タンクで培養した場合，0.6 g-dry/L 程度しか増加し

なかったのに対し，光を十分利用することができる薄層液体培養槽では，1.9 g-dry/Lまで増加し,更に培養液を追

添加することにより，野外培養においても 3.9 g-dry/L まで高密度に培養できることを確認した． 

 試験 3：試験方法と結果  当社が取得した緑藻の Scenedesmus 属や Coelastrella属と近縁種の新規微細藻 3)に

よる培養結果を図 9に示す．培養条件は先の P.kessleri と同条件で行った．なお，栄養塩の追添加は行っていない． 

図 9より一般的な培養タンクでは，初期濃度 1.4 g-dry/Lが,培養 8日目で最大濃度 1.8 g-dry/L になったのに対

し，薄層液体培養槽では初期濃度 1.1 g-dry/Lが培養 16 日目で 5.0 g-dry/L まで増加した． 

以上により，新規微細藻は，薄層液体培養槽との相性がよく，P.kessleriと同等以上に高密度に培養できること

を確認した． 

３．電気伝導度による培養管理の検討 

 藻を生産する際に，藻体濃度が最大になる時期を予想

できれば，効率的な培養管理が行える．しかし，そのタ

イミングを見極めることは難しい．そこで，電気伝導度

を測定することで，その時期を予想できないか検討した． 

図 10 に(試験 1)の電気伝導度の変化を図 11 に(試験

2)の電気伝導度の変化を示す．図 10より，13 日目と 21

日目にピークがあり，図 11 より，培地添加後のピーク

が 17 日目にあった． 

図 2 の吸光度と図 10 の電気伝導度の変化及び図 6 の

吸光度と図 11 の電気伝導度の変化を観察すると，電気

伝導度のピークから 2～4 日後に藻体濃度が減少してい

た．電気伝導度は水中に含まれる懸濁物質や無機イオン

が多いと高い傾向を示すことから，上記の電気伝導度の

変化は，藻体の増加とともに高くなり，その後，無機栄

養塩を使い切ったことにより，減少したと考えられる． 

以上により，藻の回収タイミングを電気伝導度のモニ

タリングにより予想できることがわかった． 
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図 6 吸光度経時変化(試験 2) 
(薄層培養槽及び培養タンク) 

図 7 吸光度経時変化(試験 2) 
(図 6 の培養タンク拡大表示） 

図 8 DTN 及び PO4-P の 
経時変化 (試験 2) 

図 9 藻体濃度の経時変化 
(試験 3) 

図 10 電気伝導度の 
経時変化 (試験 1) 

図 11 電気伝導度の 
経時変化 (試験 2) 
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